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・本日の出席率　７５.５％
・前回確定出席率　６９.４％

・菅野幸一郎ガバナー補佐　３月１３日土のインター
シティミーティングには、皆様多くの会員のご出
席をお願い致します。一般会員は、サンシャイン
佐沼に１２時３０分に集合して下さい。本日の小
野寺伸浩会員のスピーチに期待します。

・二階堂學会長　１３日のＩＭには、多数の参加を
ロータリアンの親交を深めていきましょう。本日
のスピーチは、小野寺伸浩会員です。よろしくお
願いします。

・菅原文之会員　小野寺伸浩会員のスピーチを楽しみ
に。土曜日のＩＭ出席参加、宜しくお願い致しま
す。

・小野寺伸浩会員　長女が佐沼高校に入学することに
なりました。末娘は今年、東佐沼幼稚園に入園し
ます。

・鈴木彦太会員　小野寺伸浩会員のスピーチ、ニュー
コンピューター、ソフトウェアのお話に大いにご
期待を致します。

・飯塚仁哉会員　小野寺伸浩会員のさっそうと愛車を
飛ばしながら、車窓から眺める世界の話をたっぷ
りと。

・佐藤靜市会員　小野寺伸浩会員のスピーチ。本日の
テーマは何でしょう。楽しみにしております。

・遠藤光則会員　小野寺伸浩会員、代打スピーチ、期
待します。

・太田陽平会員　小野寺伸浩会員、スピーチ頑張って
下さい。

・佐々木源悦会員　今年も佐中卒業生が東大に現役合
格しました。

・布施孝之会員以下、小野寺伸浩会員のスピーチに期
待します。
村上武彦会員　佐々木崇会員　阿部泰彦会員
佐藤敬喜会員　氏家良典会員　伊藤俊郎会員
髙田次雄会員　山田直志会員　佐竹孝行会員
阿部賢悟会員　熊谷敏明会員　高橋利光会員
小泉洋会員　二階堂敏雄会員　冨士原裕子会員
佐々木一寛会員　武川毅会員
　以上、ありがとうございました。

　今回の雪は、この冬一番の積雪量かも知れない程の
ものでした。春の雪で重い雪を車から降ろしました。
皆様は如何でしたか。
　今月２７日に、仙台北部道路、利府しらかし台イン
ターチェンジと富谷ジャンクション６.６が開通の運
びとなりました。仙台北部の工業団地と物流拠点の仙
台港が直結します。物流効率化を考えてのことで、こ
れから自動車産業に対して大変期待出来るという道路
ではないかと思います。
　３月６日に、一関ＲＣ５０周年記念式典があり、菅
野幸一郎ガバナー補佐、阿部賢悟副会長、菅原文之幹
事の４名で出席して参りました。
　３月１３日㈯には、当佐沼クラブがホストでＩＭを
開催致します。皆様のご協力をお願いします。
　今月３月は、識字率向上月間であります。識字率に
関しましては、北アメリカ、ヨーロッパ、ロシア、日
本等あまり直接問題になっていない国もありますが、
非識字の所は、実質的に貧困な国が多く、ロータリー
では非識字の問題を解決しておこうということで、色々
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と活動をしております。
　学校や教材の不足、教育予算が十分でない、女性の
教育がないがしろにされ、偏見などがあるなど、国に
よって大きな格差があります。活動がどのようになさ
れているかということでありますが、解決策の１つに
ＣＬＥ（Ｃｏｎｃｅｎｔｒａｔｅｄ Ｌａｎｇｕａｇｅｓ Ｅｎｃｏｕｎｔｅｒ：
集中言語能力助長）というプログラムがあり、比較的
簡単な方法で学べるものであります。勉強する子ども
達を主体にして勉強を進めるというやり方です。従っ
て、子ども達は興味を持ってきます。
　世界で非識字の人が１０億いると言われております。
これは、世界人口の１５％に相当するそうです。これ
を最初に進められたのは、１９８０年頃であり、ＣＬＥ
というのは、オーストラリアのリチャード・ウォー
カーが考えたということであり、特に、ロータリーと
の接触に於いて、ロータリー財団のマッチング・グラ
ントを受けて、ロータリーと手を結んでやるように
なったということです。特に、タイ国で実施されまし
た。これにつきましては、「ロータリーの友」に載って
おりますので、ご覧になっていただければと思います。

・１３日㈯　ＩＭが開催されます。全員登録ですので
出来るだけ多くのご出席をお願いします。

・４月１１日㈰　地区大会への登録は締め切りました
が、出席希望者は早急にご連絡下さい。

・笹氣光祚ガバナーより
　各クラブの意見要請（地区大会決議として、全クラ
ブの意思をまとめたい。）

・気仙沼ＲＣより、創立５０周年記念式典の案内
　　日　時　６月１３日㈰　１３：００～
　　場　所　サンマリン気仙沼　ホテル観洋
　　登録料　１０,０００円
・ガバナー事務所より
　　地区補助金プロジェクトに関する報告書提出。

・ＩＭに関する件（菅野幸一郎ガバナー補佐）
１．本日、例会終了後ＩＭに関する最後の実行委員
会を開催します。

２．明日（１２日）午後６時３０分より、サンシャイ
ン佐沼にて、ＩＭのリハーサルを行います。実
行委員会の方はお集り下さい。

３．ＩＭ当日（１３日）、実行委員会の方は、１１時４５
分、一般会員は１２時３０分までに集合願います。

「自動車とコンピューターの融合について」
小野寺伸浩会員　　

　私は、コンピューターのプログラムを作っている会
社をやっておりますので、どちらかと言いますとパソ
コン上で動くプログラムを作っていますが、実際に
は、今、パソコン上で動くプログラムよりも、他の中
で動いているコンピューターが結構ありますので、そ

の辺のところをお話したいと思います。
　皆さんが持っていらっしゃる携帯電話も、ものすご
いコンピューターのプログラムの固まりでして、１年
間から２年間かけてプログラムを作っています。それ
で、よく、プログラムに不具合があって携帯電話の回
収ということもあるのですが、売った利益が全部ふっ
とぶくらい回収にお金がかかるということもある程の
コンピューターの固まりです。
　今の液晶テレビもコンピューターの固まりです。何
をコントロールするかと言いますと、色々コンピュー
ターでコントロールしています。並べて見るとメー
カーによって発色が違うということがあります。意図
的に色を変えているメーカーがあり、より自然に人間
にやさしい色合いを作り出して、原色に忠実でない色
を出しております。
　自動車も、エレクトロニクスの固まりです。
１．電子燃料噴射装置（ＥＦＩ、ＥＧＩ）
　車の燃料を電子式に空気とガソリンを混ぜて、爆
発させるための混合機です。もとは、飛行機に使わ
れていた技術で、ドイツ空軍戦闘機、メッサーシュ
ミットで採用されました。自動車では、１９５４年メ
ルセデス・ベンツが最初です。混合機を理想的に混
ぜて作っていますので、燃費向上と環境にやさしい
燃焼やパワー重視の燃焼が可能です。昔、ツーサイ
クルのバイクがありましたが、今はありません。平成
１８年に全てなくなりました。排ガスのコントロール
が出来ないので、なくなりました。そのため、ツー
サイクルのバイクは非常に貴重なものになりました。
２．アンチロック・ブレーキ・システム（ＡＢＳ）
　これは、ブレーキをコントロールするシステムで
す。最初は鉄道車輌で採用されました。車輪が空転
しない様にということで作られたのが最初のアンチ
ロック・ブレーキです。車にも使われており、国鉄
が作ったシステムを高速バスに初めて搭載されまし
た。１９６９年ですから、昭和４０年代です。原理
は、回転センサーにより車輪の回転をモニターして
おり、スリップしたり、空転したと判断すると、そ
の車に対してブレーキをかけたり、離したりと、ポ
ンピングブレーキという細かい動きをして何とかス
リップを防止するという仕組になっています。コン
ピューターが自動でスリップを判断してブレーキを
細かくかけています。運転者がポンピングブレーキ
を行うよりも、高精度な制御が可能となります。
３．横滑り防止装置（ＥＳＣ・ＥＳＰ・ＶＳＣ）
　急なハンドル操作時や滑りやすい路面を走行中に
車輌の横滑りを感知すると、自動的に車輌の進行方
向を保つように車輌を制御する仕組になっていま
す。ＥＳＣのコンピューターの指令に基づいて各車
輪に適切にブレーキをかけて、車輌の進行方向を修
正し、安全を確保する、画期的な機能です。ミニバ
ンなど車高の高い車は急ハンドルを切ると転倒しや
すいのですが、それらが全てコントロールされ何と
か姿勢を保とうとします。
　－以下、紙面の都合上割愛させていただきます。
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